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　その後，平成 18 年 3月に出された「エイズ治療の中核拠点病院の整備について（通知）」では，
中核拠点病院の機能として，従来の診療拠点病院の機能に加え，①高度なHIV診療の実施，②















そのうちの624 名（4.7％）が 60 歳以上の陽性者だったと報告された。もう一方で10 代，20 代の















































病床数 1,000 床以下 1,000 床以下 1,000 床以下 1,000 床以上 1,000 床以上
平均外来
患者数（日）
約 1,000 名 約 1,500 名 約 2,000 名 約 1,000 名 約 900 名
HIV診療
患者数
100 名以上 100 名以上 100 名以上 100 名以上 100 名以上
MSW数※ 5名以下 5名以上 5名以上 5名以上 5名以下
MSW対応
診療科
全科対応 全科対応 全科対応 全科対応 全科対応
HIV診療
チームの有無




























































































































































257第 10 号　2015（平成 27）年度
医療ソーシャルワーカーによる「HIV受診前相談」を普及させるための他職種連携の必要性
Ⅴ．今後の展望
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